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２Na－10 動作時体形の把握と衣服設計への応用
　　　　　　　　　　　　　　大妻女大家政 松山容子

被　　服

○小泉晴美

　目的:ズボン着用時に腰を屈めるとか、しゃがむという動作をすると、ズボン背面ウェ

スト部が下がり、背中が露出したり「つれ」が腹部に及んで圧迫するといった問題が起こ
る。これはズボンがこの動作時の人体形状に対応していないことを表す。改善には人体形

状の変化をとらえる必要があるが、この体幹と下肢運動が複合した、しゃがむという動作
についての衣服設計からみた研究は、あまり報告されていない。そこで本研究では、しゃ

がむという動作時の体の形状変化を定量的に明らかにし、その結果に基づいてズボン設計

のための具体的指針を得ようとした。
　方法:成人女子10名を対象として、下部胸囲線の高さから大腿上部までの背面右半身に

ついて、静立時とmm動作時の体形を計測した。計測方法は、非接触三次元計測法である
GRASP法を用いた。　また、データを補足するために石膏包帯法を併用した。体表計測

の手がかりとして、下部胸囲線から大腿線までの水平線10本と、後正中線から体側線まで

の垂直線５本を設けた。計測データから、体表長と体表面展開図を求め、mm動作による
変化率を観察し、さらにこの結果に基づく、ズボン設計と着用テスト・を行った。

　結果:鱒鋸時の体形変化パターンが明らかとなった。体表長の変化では、垂直方向の変

化が大きく、後正中線側では胴囲線から腹囲線までの範囲で49%、殿溝付近では97％と大
きい伸展率を示した。腰囲線付近では垂直方向の伸展は少ない。体側では腰囲線付近を中

心に収縮を示した。対象部位の体表を形状変化により５つに区分した。これらの結果に基

づいてズボン設計・着用テストを行い、躊躇動作への適応性の向上を確認した。

５月22日（日）Ｎ 午後2 :00～4 :45

2Np－1 被服学分野における図形情報教育の試み
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　　【目的】　1987年以来、被服学の実験実習授業において体形と衣服の形態的関係につい

ての興味と理解を喚起する目的で、腰部の3次元データからパーソナルコンピュータを用い

て体表近似展開図を作図し、スカートのパターン作図や実物大模型の製作を試みてきた。

今回は、形状処理を全面的にコンピュータで行うことによって、学生が繰り返し試行でき

るように工夫した。

　　【方法】　胴部、腹部、大腿部の各水平断面線上の96個（2i点×4断面）のデータ点から

腰部形状モデルを計算機内に生成し、「断面図の図形特徴量の算出」、「包絡面の生成と

近似展開」などの図形処理を行った。各々、解析者側の意図が反映できるよう半自動的処

理とした。

　　【結果】　演習授業で試みたところ、良好な結果を得た。一主なものは、次の通りである。

　　1）形状モデルを通して、学生は自分の体つきを客観的に把握することができる。。2）

従来、4断面図のみのデータから解析してきた腰部全体を曲面補間したため、等分割15断面

の周長、面積、偏平率、重心の位置などの図形特徴量の詳細なデータを抽出できる。　3）

生体3次元計測データから包絡面を再構成することで着装時の衣服の形態を考慮でき、スカ

ートの設計条件をより現実的に分析できる。　4）処理を半自動的にする事によって、解

析する側の思考を促すことができる。
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